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福岡県広川町 

地域の 
プロフィール 

 広川町は、福岡県の南部に位置し、北は久留米市、南と東は八女市、西は
筑後市に隣接した町です。人口は約20,000人。 東北部には、耳納山系に
囲まれた広川盆地をなす地域で、発心山に源を発する「広川」が東から流れ、
筑後川へと注いでいます。町の中央には国道３号及び九州自動車道が南北に
貫き広川ＩＣ・ＳＡを有しているため、交通の便に恵まれています。 
 いちごをはじめとした農作物の生産が非常に盛んです。また広川町は、
200年以上の伝統を誇り国の重要無形文化財に指定されている「久留米絣」
の工房が13軒と最も多い町です。また、100年以上の伝統があり、福岡県知
事指定特産工芸品に指定された「八女すだれ」の生産地でもあります。 
 広川町は古くから「手仕事」、「ものづくりの技術」が受け継がれてきた
町なのです。 

広川町のシンボルツリー「イチョウ」 
広川町の玄関口「広川ＩＣ」 福岡県内最大の水車「逆瀬ゴットン館」 古墳時代の遺産「弘化谷古墳石室」 



 広川町では、古くより広大な自然とその土地で生まれた材料を活用し様々な工芸品が生み出
されてきました。その中でも二つの伝統工芸品が現在もなお引き継がれ、町の伝統産業として
活躍しています。 

 ①「久留米絣」 広川町は、江戸時代後期に一人の少女の手によって発明された久留米

絣の工房が現在最も多く残る町です。久留米絣の最大の特徴の一つに職人達の「丹念な手仕
事」があります。完成するまでに30もの工程があり、そのひとつひとつの工程に経験と技を必
要とします。１反（巾３８～４０ｃｍ長さ１２ｍ）の久留米絣ができあがるまでに２ヶ月以上
要します。 

 ②「八女すだれ」 「職人の手仕事」で生み出される八女すだれは、八女地域の天然竹

を使用し、節や色を揃え、足踏み織機に竹ヒゴを1本1本丁寧に入れ、経糸（たていと）をねじ
りながら編む、昔ながらの技法で作られ、完成まで１ヶ月以上を要します。 

ふるさと名物の内容 

主な地域資源 

大正時代の八女すだれ 

八女すだれ、久留米絣ともに広川という地で長年培われた職人の技が光る。 

広川町は町内で育まれた「手仕事」という共通点を持つ二つの伝統工芸
品、「久留米絣」「八女すだれ」の商品群の応援を宣言いたします！ 



◆久留米絣とは 
・広川町は「綺麗な空気と水」「久留米地域で育つ藍」など久留米絣の生産において適した
立地条件であるため、以前より町の重要産業として栄えてきました。 
・１９５７年国の重要無形文化財に指定、１９７６年通商産業省（現経済産業省）の伝統的
工芸品に指定され、伊予絣や備後絣と並び日本三大絣の一つとされています。 
・和服減少に伴う絣の需要の減少が続く厳しい状況の中、町内では多くの工房が伝統と技術
を守り、次世代に向けて手仕事の継承と新たな挑戦を行っています。 
・最大の特徴は職人達の「丹念な手仕事」、自然素材「木綿の持つ風合い」、素朴な中にも
「精巧な美しさ」。 
・経糸の柄と緯糸の柄をきちんと合わせることで「美しい柄模様」が生まれます。 
・製造方法は大きく分けて手織りと機械織りの二種類に分かれますが、どちらも多くの細か
い技術と長年の経験、知恵が必要となります。 
・ 「藍色」は久留米絣に使用される代表的な色で、日本の伝統色としてオリンピックのロゴ
マークにも採用されています。 
  

ふるさと名物の内容 

主な地域資源 

久留米絣の特徴で有る括り 
奥が括った糸 
括った場所は染色されない 

久留米絣の特徴的な柄を出
す技法 
 

手織り 機械織り 



◆久留米絣の商品群 
・藍には防虫効果もあり久留米絣は着物だけでなく普段着や作業着としても愛されてきました。 
・職人の手で丁寧に作られる絣は非常に丈夫で、使用すれば使用する程、洗えば洗う程肌触り
が良くなり、白色が栄えるなど長年使用することができます。 
・和服はもちろん洋服としても活用され、ワンピースやジャケット、アロハシャツなど時代と
共に様々な着こなしが可能となりました。 
・近年は伝統的なデザインに加えて、現代的で斬新なデザインも出てきており若い世代そして
海外でも注目されつつあり、平成２０年には本場パリでファッションショーを行い、現地のデ
ザイナーを驚かせました。 
・欧米の外国人に人気でわざわざ久留米絣を求めて来日する外国人も少なくありません。 
・インテリアや小物など様々な形で気軽に久留米絣を楽しむことが可能です。 
・男女関係なく愛用することが出来るのも魅力の一つです。 

ふるさと名物の内容 

ふるさと名物 



◆八女すだれとは 
・奈良時代に中国から伝わり、九州の竹工芸師が京都の貴族の寝殿造の仕切りとして献上し
たのが御簾（みす）の始まりと言われます。現在のお座敷すだれというかたちは明治時代に
確立されます。 
・広川町では竹林が多い土地柄のため、古くより多くの竹製品が作られてきました。この材
料である竹ヒゴを編んだ室内調度品のすだれが「八女すだれ」の始まりです。 
・海外製品の台頭、竹製品の需要の低下から次々と広川の様々な竹製品業者が廃業となる中、
唯一八女すだれは現在も広川町の竹製品の特産品として全国、そして世界へと広がっていま
す。 
・竹材業者の減少による材料確保が困難になりつつあるため、八女すだれ生産者自身で竹の
植林、加工を行い、八女すだれの技術を後世へ残そうという動きがあります。 
・八女すだれは「八女すだれ振興会」会員のみが生産しています。 
・平成26年、福岡県知事指定特産工芸品に指定され注目を浴びTVや雑誌等でもよく紹介され
るようになりました。 

ふるさと名物の内容 

主な地域資源 

昭和２６年頃の作業風景  

足踏み式の織機に１本づつヒゴ
を挿入する 

 今も代わらぬ技法で一つ一つ丁寧に作られる 



◆八女すだれの商品群 
・八女すだれは日本独特のデザインであり、海外へも輸出され、外国人にも人気です。 
・使用する場所の寸法に合わせ、職人の手で丁寧に作りあげられるすだれは、お座敷すだれ
や御翠簾（おみす）など室内調度品として室内を彩り、雅な和空間からモダンな洋空間まで
様々なデザインに対応できます。 
・襖や障子に代わり、間仕切りとしてしつらえるすだれは、日本家屋に欠かせない調度品で
あり、世界に誇る文化です。 
・波模様の節揃えや、竹ヒゴの表裏の返し織り、高密度な経糸など、手作業でなければでき
ない技術を用いており見る人に感動を与えます。 
・八女すだれは、九州福岡・八女地方の竹材を使用し、八女で作られた国産材料の希少な室
内すだれです。また、良い品質のため丈夫で長持ちです。 
・八女すだれの縁に久留米絣を使用される、広川手仕事が合わさる一品もあります。 
 

 

ふるさと名物の内容 

ふるさと名物 



◆広川町や関係機関がおこなっていること 
・「広川かすり祭り」の開催の補助金交付、事務局運営 （久留米絣） 

・久留米絣の販売会やイベントを主催する「久留米絣協同組合」、 
 「全国伝統的工芸品まつり出品協議会」のイベント後援と補助金交付 
  (久留米絣) 

・積極的観光ＰＲ、広報活動  (久留米絣、八女すだれ) 

  観光協会事務局としてマスコミや雑誌への紹介、 
  広川ＳＡでの周知活動 等 
・ふるさと納税商品のお礼品に出品  (久留米絣、八女すだれ) 

・広川町商工会アンテナショップでの展示販売  (久留米絣、八女すだれ) 

・広川町観光協会による観光案内  (久留米絣、八女すだれ) 

    工房工場見学、絣の染め織り体験 
・婚活イベントとのタイアップ 
  「藍（あい）のきっかけ～久留米絣を着て婚活～ 」（久留米絣） 

 
 

市町村の取り組み 

町外、県外からのお客さんが多く訪
れる「広川かすり祭り」 

「八女すだれ」は福岡県庁、広川町役場、
観光案内所などに飾られPRされている 

「久留米絣の織り体験」は毎年満員。人気の体験プログラム ふるさと納税のお礼品「八女すだれのランチョンマット」 



広川町のその他の特産品 

◆広川町の特産品 
広川町は豊かな自然環境の中、農業が非常に盛んな地域です。 
 
①果物(いちご・梨・ぶどう・桃など) 
・いちごは全国でも有数の産地として知名度も高く、販売額、生産者数とも町内で最も多
い作物です。町内ではいちご狩りを楽しむことも出来ます。 
②花き(電照菊、ガーベラなど) 
・広川町のガーベラは西日本一の生産量を誇ります。４月18日をガーベラの日とし、毎
年広川SAでガーベラ祭が盛大に開催されています。 
・菊は広川町の花に指定されています。夜間、電気の光を当て、菊の開花時期を調整して
出荷する「電照菊」栽培が盛んに行われています。 
③お茶 
全国的に有名な高級茶「八女茶」の生産地です。「八女茶」はお土産としても、スイーツ
の材料としても非常に人気です。特に抹茶は海外でも食品の材料として引き合いがあり人
気です。 

「ガーベラ」の品種は160種類！ 冬から春にかけていちご狩りもできる     八女茶畑の美しい風景が広がる 人気急上昇中の「シャインマスカット」 

近年は葬儀以外でも活用される「菊」 

広川のいちごを使用したスイーツ 
     「初恋ぶっせ」 


